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れてきた CSUDENE，1981; Saito and Yagasaki， 1987; Saito and Maruyama， 1988). 
ブラジル政府は1870年代末の大早魅特に，北東部の皐魅を毘家的な問題として公式に認定し， さら




た皐魅対策事業調査所IOCSCInspectoria de Obras Contra as Secas)は， 1918年に連邦皐魅対策
事業調査所IFOCSCInspectoria Federal de Obras Contra as Secas)に，そして1945年に連邦早





















長との関係を解明することにある.筆者らは1984年 8月と1988年10月に短期間予備調査を行い， 1989 
年12月から1990年 1月にかけて本調査を実施しさらに1990年8月に補足調査を行った.調査地域は
10万分の 1の地形図のペトロ 1)ーナ CPetrolina)およびイタモチンガ、 Otamotinga)の図幅に含
















CCompanhia Hidro Electrica do Sao Francisco)が設立された.また，サンフランシスコ川流域





do Nordeste do Brasil)が，様々な開発事業の財政的援助をする目的で設立され， 1959年には北東
部の開発を統括する機関として北東部開発庁SUDENECSuperintendencia do Desenvolvimento 
do Nordeste)が設立された. SUDENEは， FAOの援助を受けて「サンフランシスコ)1中流域濯政
基本計画， Plano Diretor para lrrigacao no Submedio Sao FranciscoJを策定した CFAO，
1966-67).一方， CVSFも1967年にサンフランシスコ)1流域開発審議会SUVALE CSuperintende-
ncia do Vale do Sao Francisco)に改組された. SUVALEはSUDENEの濯概基本計画に基づ
き， 1968年にペトロ 1)ーナ地区にベベドウロ濯概パイロ yト事業 CProjetoPiloto de lrrigacao de 



















人口が集中するようになった. 1940年には両市を合わせても人口は 3万人にすぎなかった (Zarur，




CGodfrey. 1990) . 
2) CODEVASFの中流域濯概プロジェクト
SUVALEは， 1974年 7月16日に法令6088号によりサンフランシスコJI流域開発公社CODEVASF
CCompanhia de Desenvolvimento do Vale do Sao Francisco)に改組された.農業省に所属す






びマンダカルーパイロ y ト事業を引き継ぎ， 1981年にベベドウロ日 CBebedouroIJ)， 1982年にク
ラサ CCuraca)とマニソパ CManicoba)，そして1984年にセナドールニーロコエー 1)ョ CSenador
Nilo Coelho) とツーロン CTour言。)の事業を計画し，実施に移してきた.また，現在サリトル







プロジェク 設立総面積濯続可主要ポン コロノ入植地 企業入植地
ト名 年次 能面積プ揚水量入植総面積平均 区画数 面積 主要企業等
(ha) (ha) (nf/s) 者数 (ha) 規模 (ha) 
① Bebedouro 1 1968 7， 797 2，418 3.7 104 1. 090 10. 5 6 1. 328 EMBRAP A 
② Mandacaru 1973 823 382 0.7 51 331 6.5 51 ENBRAPA 
③ Tourao 1976 10，713 10，454 11. 1 32 182 5.7 M17 2， 034 
L 2 8， 238 Agrovale， Frutivale 
④ Bebedouro n 1981 2， 064 667 2， 064 EMBRAP A 
⑤ Mainccba 1982 12， 236 4，317 5. 4 232 1， 890 8. 1 S/M50 1. 321 
L 1 500 Manicoba Agricola 
⑥ Curaca 1982 15，059 4， 436 5.7 267 1， 964 7.3 16 2，280 CAC， Frutinor 
⑦ Senador 1984 56， 286 20， 018 23. 2 1， 432 8. 592 6.0 S/M105 12'"'-'59/1ot 
Nilo Coelho L 8 60'"'-'320/1ot 
合計 104，978 42，692 2， 118 14，049 
S:小規模 M:中規模 L:大規模 CAC:コチア産業組合
CODEV ASF (989) : Jnformαcao gerαis dos perimetros irrigαdos dα3 a diretoriαregional dα 
CODEVASF 







































































































































































る. これ以前にベベドウロ Eが実施されたが， ここはフラジル農牧業試験公社EMBRAPA(Empresa 
Brasileira de Pesquisa Agropecuaria)の種子農場となった. これに対し， CODEVASFの新しい
濯獄事業はより農企業的路線に沿っているように患われる. というのはツ一口ンのように計画地域の






























fr= 物 1970 1980 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 
米 2 4 つ つ つ 80 7 40 つ
サトウキビ 87 3， 390 4， 590 4， 950 4， 950 5， 883 6， 101 7， 088 
スイカ 480* つ 923 930 800 930 280 483 つ
タマネギ 2， 656t 868 300 553 600 895 631 1， 680 2， 700 
トマト 402t 570 230 847 3， 800 2， 231 3，550 4， 675 4， 500 
フェション 1， 357 2， 282 120 1， 200 870 7 719 1， 826 1， 820 
ブドウ 18 つ 30 30 150 250 231 209 つ
マンコ つ つ 6 5 6 20 240 150 つ
マニオク 3，267t 116 420 420 500 500 680 301 430 
メロン つ つ 341 500 800 892 700 770 つ
綿花(多年生) 129 116 700 805 810 810 800 1， 430 4， 040 
t トン *:千偲






農場が建設されたところである. SUVALEはベベドウ口事業により 1968年から 1850hatこ及.s~水路式
の濯概耕地を開拓し，皐魅に苦しむセノレトンの小作農を入植させようとした.
1968年の16家族から1971年には94家族に増大した.そこでは，伝統的作物であるトウモロコシ，マ
ニオク， フェジョン(ササゲ)に加え， トマト，ノてレイシム タマネギなどの商品作物が栽培されて
いた(平間， 1972; Hida， 1974). その後，そこに組織された農業協同組合CA}.1PIB(Cooperativa 












を開始した. 382haの濯淑可能地のうち， 51haはEMBRAPAの農業試験地であり，残りの51ロ yテ
が入植者(コロノ)にさIJり当てられた.その l戸当たりの平均面積は6.5haの予定であった.
1990年のマンダカルー農業団地には50戸のコロノが入植しており，その所有規模は 5~ 10ha (平
均 7ha)で，中心作物はメロン， トマト， タマネギであった(写真 2).入植地の北西部にマンタカ
ルー濯概農業協伺組合CAMPIM(Cooperativa Agricola Mista do Projeto de lrrigacao de 
Mandacaru)があり，入植者はこれに所属している. 1984年にツーロン農業団地の一角に設置され











マンゴ， ピー ニャ， イチジクなとの果樹が半分を占め， さながら果樹試験場のようであった. しか






Seif un do BrasiDとの契約栽培である.一方， メロンは本来ジュアゼイロの生産市場に出荷される
ものもあるが， タマネギ同様，多くは仲買臨3)に青田売りされる.すなわち，収穫期に業者が市況を
みて労働者をつれてきて一斉に収穫するのである.マンダカノレーでは一般に 1'"'"'4月にタマネギが，











(b) 1990~1ミ 8 月
¥ ヘ














の最初の施設となり，後述するように多くのセンターピボ y ト導入の契機となった. このセンターピ
ボ y トに加え，冠水濯j銃Infiltrationによる濯概耕地265haがある.
EMBRAPAの牧場の反対保IJにあり，ベベドウロに続くこの種子農場ではFIを採取するため， ト
ウモロコシが400ha栽培されていた.一般にトウモロコシは12~ 6月に栽培され， 6 ~10月には大豆





























栽培されていた CYamamotoet aL . 1986).一部の耕地にはブドウが栽培されていたが，地下1.5m 
前後に不透水層があるため，山本農場のように大きくならないといっていた.














































こう. しかし この面積以下でも近代的濯概施設であるセンターピボ y トシステムを設置している農
場は企業的農場とした. というのは，センターピボットの設置には一般に銀行の融資が必要であり，
それがまた融資の担保となるからである.








の瀧概面積は80ha程度で、ある 7) ちなみに，本地域の最小のセンターピボ y ト園場の面積は12haC半
径200m)，最大の箇場は120haC620m)である.
これらセンターピボ y トを供給する瀧概施設の会社にアスブラジル CAsbrasilNordeste Irrigacao 
Ltda)，カルボルンドン CCarborundumS. A. )， ダンタス CDantaslrrigacao do Nordeste 
281 










はワイナリーを有するファゼンダミラノ CFazendal'v:Iilano)や山本農場 CFazendaOuro Verde 
1 ，Ouro Verde rr)のように，サンフランシスコ)1に沿って独立的に進出したものである. これら
のなかには，マンゴ栽培で成功したサリトルの平田農場およびカサノバの大塚農場も入ろう.つい
で， 1980年代の初めには綿花会社であるアルゴデイラサンミゲル CAlgodeiraSao Miguel)の誼営
農場ファゼンタポルトデペドラ CFazendaPorto de Pedra)のように，農産加工会社に関連して設
立された農場が多かった.
しかし企業的農場が最も多く設立されたのは， 1980年代の後半である. これらの企業的農場は，
CODEVASFの農業団地に関連して設立されたものが多い. この例には， クラサ農業団地のフル y
チノール，マニソパ農業団地のマニソバ農業会社， ツーロン農業団地のフルッチバレとアグロバレな













る. ファゼンダプロドナアグロペクアリア CFazendaProdona Agro Pecuaria)，ボンデスカンソ










































































































































農場名 位置 創立 面積
作物 (ha)
潅紙 労働力 系譜・系列・トマトメロンブドウマンゴその{由年 (ha) スイカ 方式 ブランド名等
I ASgarnotpa eC114r1a PR/SNC 1960 6100 400 50 140 700 PC(5)/DR 600 Diniz Sa Calval Canti 
Teresa (Transnova etc.) 
日 M. Yamamoto S.Paulo個人
①Ouro Verde 1 SM 1973 1100 70 DRISP 350 
②Ouro Verde I CN 1982 900 110 DRISP/MA 400 Winery Do 
“Vale Dourado" 
田 Milano SM 1974 6200 540 DRISP 1600 Percico Pizzamiglio 
W“Vininehry o da MilarlO" 
一ーー】一一ー ーーーー ー一一一一 一一一一一一一一一一ーー一一ーーーー一一一ー一一一一一 ーー一一一一一一ー一ー
IV EMBRAPA 450 CPATSA 
① PE 1968 2700 牧場
② PR/BE1 1968 70 。 DRISP 野菜試験場
③ PR/MR 1973 60 。。 DRISp 果樹試験場
④ PR/BE2 1982 2000 500 PC (4) 
}一一一一一一一一ー一ー一一一ー一一一一一ーー一一一一
2000 -種Co子nt農ro場l( V Agrovale PR/TR 1980 15000 サトウキビ PC (1) Alagoas) 
7000 IN/LR 5000 Usina Mandacaru 
V1Aigosdae。lm Coats Vyella 
Miguel (イギリス計綿企業)
①Porto de Pedra JZ 1981 420 綿花350 PC (1) 135 
】】ー _@f_Iう竺号s:~!~_~~y_ JZ 1988 780 綿花350 PC(13) 55 一一ー~一一ー一一一一一一一一一一一一一一vn Frutinor Grupo OAS 
① PR/CU 1984 780 800 380 40 40 230 DR 300-500 
②F Catalunha SM 1986 7000 1300 。。 PC(15) 300-700 
V盟Frutivale PR/TR 1985 5000 300 380 40 80 700 PC (3) 400-500 Grupo Bompreco 
lX Manicoba Agricola PR/MB 1988 1520 650 52 28 135 PC (5) 110 Grupo Messina 
Cicanorteより購入
X DAN PT 1988 2500 375 100 25 DR 100 -63 Amer. Expl Agrotal 
“Frutab" 
XI Cicanorte PR/SNC 1989 100 14 14 PC (1) つ Cica Sementes 
XlI Costa Pinto PR/SNC 1990 2500 。 PPCC((4l)  つ Costa Printo xm Bon Descanso PR/SNC 1970 150 10 34 26 Nei Dantas 
XlV Maria das CODEVASF 
Gracas Acorre 56 。。 PC (1) 7 農業技師
'f:y Barreiro Santa Fe PR/SNC 1986 300 100 PC (2) ワ Oswaldo Coelho 
XVI Agrodona PR/SNC 1989 320 70 PC (1) 60 
XYl Prodona Agro PR/SNC 1989 つ PC (1) 5 Dantas社技師
Pecuaria 
よ仁kコ 計 56000 PC(63) 7000 -11000 
農場名のアラビア数字は第4函に対応する.0:面積不明 F : Fazenda 
濯瓶方式 DR : Drip irrigation (gotejamento) PC : Center pivot SP : Sprinkler 
MA : Micro Aspersor IN : Inundation LR : Linear 
場所 PT : Municipio Petrolina JZ : Municipio Juazeiro CN : Municipio Casa Nova 
SM : MunicIpio Santa Maria da Boa Vista 
PR/MB: Projeto Manicoba PR/TR: Projeto Tour五o PR/CU: Projeto Curaca 
PR/SNC: Projeto Senador Nilo Coelho PR/MR: Projeto Mandacaru 














Vale do Sao Francisco S. A. )の入口がある. ここをしばらく入ると事務所があり，労働者住宅，





フル yチバレは， ブラジノレjヒ東部のスーパーマーケ y トチェーンであるポンプレッソ CBompreco)
の所有する直営農場である. レシーフェに本社のあるポンプレ yソは， スーパーマーケ y ト16J苫の
他，缶詰・ジュースなどの農産加工会社(パルメイロン， Palmeirom) ，養鶏会社(アピコラポン
プレ y ソ， Avicola Bompreco)およびテレビ会社 CTVJornal do Comercio)を所有する企業グ
ループである.同社は1982年，アルファノル (Alfanor)社からこの土地を購入し， 1985年に農業生
産を開始した.
1990年 1月の雨季の土地利用を示したのが第 5図aである.西耕区には 3つのセンターピボットが
ある. 1つは104haで，後の 2つは78haである.センターピボットにはトウモロコシ 2分の 3，スイ
カ4分の 3，フェジョン 2分の 1が栽培されており，そのほかは耕起中と草地であった. トウモロコ
シは成熟したものと生長中のものがあった. スイカは収穫中と播種中のものであった.各センターピ
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1 トマト 2 :スイカ 3 :トウモロコシ 4 :フェジョン 5 :ソルゴ- 6:メロン 7 :耕起中
8 :収穫後地 9 :荒地 10 :カーチンガ 1 :果樹 U:ブドウ M:マンゴ G:グアノイ B:イチジク








果樹の栽培面積はバナナ80ha，マラクジャ50ha，ブドウ40ha，マンゴ 8ha， グアバ 7ha，イチ
ジク 3haで、あるが，将来的には前3者は100ha，後3者は20"-'35ha栽培されることになるという.ま
た， 1989年にはトマトを300ha，メロンとトウモロコシをそれぞれ200ha，スイカを180ha，フェジョン







した. トマトは生食用と加工用に採取されるのが， この農場の特色であろう.すなわち，ポンプレ y
ソのスーパーに出荷されるものと，系列の加工会社パルメイロンに出持されるものである.前者を採









クラサ入植地の高端の企業入植地にフル yチノー ノレ CFrutinorIndustria de Alimentos Ltda) 
がある. フルッチノーノレの所有者はOASグループ CGrupoOAS)で， 日本の小岩井農場のように，
サルバドールで建設業を幅広く営んでいるオリベイラ COliveira)， ショピングセンターを経営する









，._ 100ha， トウモロコシ100ha，フェジョン50ha， タマネギ50ha，ニンジン25haの合計'1，200ha以上
栽培されたので，耕地利用率は200%以上となる. また，果樹はマンゴ， ブドウ， レモンがそれぞれ4
Oha， 40ha， 30ha栽培されているという.マンゴやレモンは植えてから 3年目であったが，よく手
入れが行き届いているので，収穫できるまで、に生長していた.
この農場の雨季の土地利用状況を示したのが，第6図aである.それによるとスイカ150ha， トウ
モロコ、ン75ha，フェジョン50ha，空地50ha，ク口 y タラ 1)725haであった.マンゴやレモンの下に
は一部タイワンクズが植えられていた.なお， 1990年 8月の乾季に農場を訪れると，センターピボ y
i、の闘場では， トマトのみが栽培されていた(第6図b). トマトは収穫中のものから植え付けたば
かりのものまであった. トマトは連続出荷で、きるよう 5日毎に 5haず、つ植え付けるのだという.
(3) 1990f!ミ 1月 に一一一 巳}ー一ー一一一件一「
。 1000 m 
圏スイ力闘トマト盟23モロ醐アジョ醐ZWタ目耕起中日収穫後地













ころもみられた.そして，小さな丘陵 CSerrada Malhada Real. Serrote da Pitada)を抜ける
と農場の中枢施設である事務所や作業所およびセンターピボットが見え，農場の様子がわかる. ここ





培されていたセンターピボ y ト国土易は 5ケ所で，そのうち 2つにはフェジョンも植えられていた.
フェジョンだけが植えられていたセンターピボットは lケ所のみであった. また， トウモロコシが植
えられていたところは 5ケ所で，そのうち lつはタマネギも植えられていた. さらに緑肥作物のク
ロ yタラ 1)アが植えられていたのは2ケ所のみであったが，他に 2つのセンターピボ y トの一部にも
植えられていた. これらのことは雨季にはトマトの連作障害を防ぐため、禾本科のトウモロコシ 4
1ふ宣科のフェジョン 2Ysおよび緑肥作物で宣科のクロ y タラリ 72%とクリーニング作物が栽培さ




スタ，ベルメーリョ， ラゴアグランデから来るという. さらに， ファゼンダカタルニヤでは開墾中の
北部地区に， 10ケ所のセンターピボットを設置するとともに， トマトの加工場を設立する計画がある









































活用して農企業サンタテレーザ農牧会社 CAgropecuariaSanta Teresa S. A. )に成長した農場で
あるといえる.



























CETTD社，フルートスドパ‘レ CFrutosdo Vale)社およびコスタピント CCostaPinto)社の 4
社存在する.最初に本地域に進出したトマト加工業は， トマトをトマトパルプ。に加工するシッカノル
























































る. しかし トマトの収量は連作障害による病気の発生で，年々低下している.そこで， トマト栽j音
者は後作にトウモロコシ， ソルゴーなどの禾本科作物，あるいはフェジョンなどの豆類， さらにはク


























かでもベレンジサンフランシスコ CBelemde Sao 
Francisco)郡は，生食用トマトの産地として台頭
してきている.
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Irrigation Projects and Corporate Agriculture in the 
Middle Sao Francisco Valley， Northeast Brazil 
Isao SAITO. Noritaka Y AGASAKI 
and Hiroaki MARUY AMA 
Rio Sao Francisco， the largest permanent river of Northeast Brazil， has great potentiali-
ties for agricultural development. Particulaly， the middle Sao Francisco valley including 
Petrolina and Juazeiro changed drastically during the 1980' s from traditional sertao， 
charactreized by the cαtingαvegetation and traditionallivestock economy， into productive 
farmland. The nature of such transformation process as well as the type of irrigation 
farming differ substantially from those of the rest of sertao. Here governmental planning 
and supports， an influx of capital， manpower and moden technology， a semi-arid tropical 
climate， and abundant supply of water all the year round all combine to create a gigantic 
oasis often called “Nova California." The region now constitutes a new frontier of Brazil 
together with the Cerrado region. 
The Sobradinho dam completed in 1978 was one of the most. important factors in 
transforming region' s economy， society and landscape. Furthermore， CODEV ASF (Com-
panhia de Desen vol vimen to do Vale do Sao Francisco)， a f ederal organiza tion promoting 
regionl development of Sao Francisco river basin， establishes public irrigation projects by 
purchasing land， constructing irrigation canals and subdividing it into lots. In this area 
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CODEV ASF' s predecessor， started pilot irrigation projects of Bebedouro and Mandacaru 
in the late 1960' s and early 1970' s for settling small farmers called colons， while CODEV A 
SF' s irγigation schemes， including Bebedouro I， Curaca， Maincoba， Tourao， Senador 
Nilo Coelho， and Salitle， have small lots for colons as well as medium to large lots for 
agricultural firms. Colons own five to ten hectares where they cultivate cash crops in-
cluding melons， tomatoes， onions， bell peppers and cotton. However， CODEV ASF' s 
emphasis is increasingly placed on large-scale corporate farming. 
Corporate and industrial farms are diverse in size， management， and ongm. In the 
1970' s and early 1980' s， producers of wine， cotton， and sugar and alcohol came to the region 
to start operation by growing grapes， sugar cane， and cotton in their own farms. From 
the mid 1980' s the number of corporate farms increased substantially as CODEV ASF' s 
irrigation projects became implemented. These farms， typically growing tomatoes， 
watermelons， grapes and mangos， are managed and operated by newly introduced capital 
and technology. Supermarket chain stores of Recife， tomato processing companies from 
Sao Paulo， and non -farming institutional as well as individual investors are owners of 
such large scale farms. Transnational companies also invest in farming operations in 
this area. In addition， some local cattle fazendas adopted intensive crop farming， while 
local capitalists started to invest in agriculature .There are also Japanese-Brazilian 
agriculturists who resettled from the farming regions of Sao Paulo and northern Parana. 
These industrial farms have center-pivot and other types of irrigaiton facilities. Such 
agricultual development attracted agricutural processing industries as well. Both fresh 
produce and processed products are shipped from the region to the domestic as 
well as foreign markets. 
The development of irrigation agriculture changed sertao' s traditional landscape and 
society in the middle Sao Francisco valley. An extensive livestock economy was replaced 
by a new system of land use with greater intensity and variety. With expanded employment 
opportunities， the region's population increased sharply and the twin cities of Prtrolina 
and Juazeiro appear to be boom towns on a frontier. Experiencing rapid development in 
the past decade or so， social， economic and environmental cnsequences need to be further 




写真3 メロン焔を馬で中耕するコロノ (マンダカルー農業団地、 190年8月)












写真B フルッチノ ールのファゼンダカタルニアにおけるトマトの収穫 0990年8月)
農業労働者の賃金は詰め込んだ箱数によって支払われる.ここもセンターピボッ
トでγ瑳概されている
写真9 ファゼンダサンタテレーザの牛と山羊群 0990年1月)
かつての牧畜ファゼンダを思わせるこの農場で，朝，乳を搾った後，草をはみに牧場
に向かう牛と山羊群.
写真10 サンフランシスコ川河畔に立つトマト加工工場 (1990年1月)
ジュアゼイロ側のシッカノルテの工場である 対岸(こちら側)のベトロリーナの工
場団地には3つのトマト加工工場がある
